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見を得ること (第 2章) 、原因細菌の診断を行うための検出ツールの開発 (第 3章) 、
薬剤を用いずに原因細菌の防除をする方法の開発 (第 4章) を行うこととした。 
第 2章では、2000 年に分離されたアミメノコギリガザミ壊死症病原細菌 NY1株
の性状解析を行った。16S rRNAを使った分子系統解析により、アミメノコギリガ
ザミ幼生の壊死症原因細菌 NY1 株は Aquimarina hainanensis と同定された。A. 
hainanensis は中国の海南省のエビ養殖場において疾病に感染したバナメイエビ
Litopenaeus vannamei 幼生から分離され 2016 年に新種登録されている。Aquimarina
属細菌の多くは海洋環境から分離がされており、一般にゼラチン、カゼイン、キチ
ン、アガロースなどを分解するものが多く、G+C 含量は 31から 38%と低いことが
知られている。これは本研究で得られた結果と矛盾せず、分子系統解析の結果を強
く支持する。ゲノム解析により得られた合計 3.56 Mbp の DNA 塩基配列データに
ついて、RAST によるアノテーションの結果、16個のキチナーゼ関連遺伝子が得ら
れた。BLAST を用いてアミノ酸の相同性検索を行ったところ、キチナーゼ関連遺
伝子は Aquimarina 属または Tenacibaculum 属の Type IX Secretion System (T9SS) と
相同性があった。T9SSは細菌の滑走運動やキチンの利用に必要な分泌装置であり、
Flavobacterium pychrophilum においては病原性に関わることが報告されている。4種














島の種苗生産施設で分離された 3株およびリファレンスとなるA. hainanensis 1株、
Aquimarina 属細菌 12種、フラボバクテリア科の細菌 3種を対象に PCR を行い、A. 





法を検討したところ A. hainanensis のみを特異的に検出できた。また、NY1株が血








リオファージは形態の観察から 2 種類に分けられた（TJI1701P、TJI1707P）。A. 
hainanensis 由来のバクテリオファージがアミメノコギリガザミ親ガニ水槽や種苗
生産施設の排水、同施設内のオニヒトデ飼育水槽、サンゴ飼育水槽、施設外のマン
グローブから分離されたことから A. hainanensis を親ガニが外部から持ち込んでい
る場合や、種苗生産施設の給水や環境中で共生している甲殻類に感染している場合
などが考えられた。拮抗細菌は 3 株 (TJI1713B、TJI1717B、TJI1752B) 分離され、
16S rRNAの配列から Pseudoalteromonas属、Photobacterium属細菌であることが判









ることで死亡が抑えられる傾向にあったが TJI11717B および TJI1752B において長
期間の拮抗細菌への暴露による影響が懸念された。過去に、Dan＆Hamasaki（2015）
によってアミメノコギリガザミの種子生産における、拮抗細菌を用いた細菌性壊死
症の制御法が検討された。プロバイオティクス細菌の投与は A. hainanensis を原因
とする死亡を抑える効果があるものの、長期間拮抗細菌を飼育環境で維持すること
が困難である可能性が示されている。本研究の結果と合わせると、拮抗細菌を投与








時点ではアミメノコギリガザミ以外では A. hainanensis を原因とした被害は確認さ
れていないが、A. hainanensis は広範な宿主域が予測されることから今後、A. 
hainanensis を原因とする疾病が発生する可能性がある。日本のガザミ種苗生産施設
における大量斃死時に、MA 上で A. hainanensis と似た黄色のコロニーが分離され
ており、この事例も A. hainanensis が原因である可能性が高いと考えている。現在
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めにバクテリオファージの添加を控え、A. hainanensis の増殖が弱まる 60%程度に
希釈した海水を用いて幼生飼育を行うことで A. hainanensis を原因とした疾病を抑
えつつ種苗生産を行うことができると考えている。 
 
